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委 員 会 会 議 録 
（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２４年度 第３回 適正化事業運営委員会 

開催日時 平成２４年１２月１２日（水） １３：４０～１６：００ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 委員：１１名、 事務局：４名 

 
協   議   内   容 

１．挨 拶 
   定刻より１０分遅れで始まり、委員長より開会にあたり挨拶があった。 
 
   続いて、岡田本部長より挨拶があった。 
 
２.議題 
 （1）適正化事業実施状況について 
  ①巡回指導結果等について 
  ②原価意識向上のためのセミナーの開催 
  ③会員拡大について 
  
   事務局より資料に基づき説明。 
 
 （2）当面する事業に取組み 
  ①安全性評価事業者の推進について 
  
   事務局より資料に基づき説明。以下の質問等があった。 
  
  ・Ｇマークの取得率はどれくらいか問われた。 
   
   → 認定率では 16.9％。（会員ベース≒20％） 

今年度新規申請事業所が認定されれば全部で２００事業所になる。 
 
  ・会長から、全国的に指導員のレベルを上げ、Ｇマーク制度を充実させ、それを活用

した更新制的な意見が全日本トラック協会の会議で議論されている旨報告された。 
 
  ・更に、来年度の新規認定事業所を５０社上乗せするには、どうすれば良いか指導員

に意見を求められた。 
 
   → 毎年 2％増えている中で５０事業所は厳しい。２０～３０社が妥当。 
 
   → 認定事業所で改善に積極的な事業所については巡回すると良いが、中だるみの

事業所が多く見られ、レベルを維持していくことが重要。 
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   → 県下のレベルは上がっているので、個別指導を重点的に進めると良いと提案さ

れた。 
   
   → 各支部での説明会の開催等でＰＲの場を多くしていく。 
 
  （各支部に意見を求められた。） 
 
   → Ｇマークの取得メリットを問われる。 
 
   → Ｇマークのアピールの必要はあるが会社の価値観が違う。また、取組みに対し

て温度差がある。 
 
   → 説明会を開催して欲しいとの意識を持った。 
 

→ 国との連携の更なる強化を講じると言われているので、処分の厳格化を進めて

貰い、各支部でＰＲを高めていくと良い。 
 

→ Ｇマークを各支部で共通の取組みをし、１年を通じて計画的に行う必要があ

る 。 
 
   → Ｇマークのメリットについて、説明して欲しい。 
 
  ・上記意見等を踏まえ、各支部において、講習会内容に対するニーズも違うので適正

化次長が各支部からの意見を取り纏め調整の上、事務局の者が定例会に出席して対応

することと決定した。 
 
 （3）その他 
   運輸安マネ業態別シンポジウムについて 
 
    事務局より資料に基づき説明。１月２９日に開催されるシンポジウムについて委

員全員出席で了承された。 
 
  〈参考資料〉 
   ・ビジョン検討会のＷＧ報告書について 
   ・マネジメント情報公表用ボードの活用について 
 
    事務局より資料に基づき説明。ボードについては２６日に完成し、来年１月から

配布するとの報告があり、了承された。 
 
 
   ・運行管理者講習会の開催案内について、来年度以降、事故対策機構から案内され

   なくなったので、協会でして貰えないか、質問があった。 
 
    → データが貰えれば出来るので次回までに確認することと決定した。 
  
   次回は来年２月１８日午後１時３０分から開催。 
 
                                   以 上 




